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私たちは、皆様の健康で安全な暮らしを科学でサポートしています。 

 ～環境修復地内での有害物質分解菌の探索～  

はじめに 

 三重県内の産業廃棄物不法投棄現場のひ

とつである桑名市五反田事案において、有害

化学物質である 1,4-ジオキサンによる地下水

汚染が見つかっています。1,4-ジオキサンは

地下水中に混じり易く、また、一般的な汚水

処理施設（以下、処理施設）では処理が難し

いので、処理施設に引き続いて専用施設を用

いた分解処理をしていますが、安価で簡便に

1,4-ジオキサンを浄化することができれば、

コストのより一層の低減が期待できます。 

そこで、1,4-ジオキサンによる汚染現場に

は、その物質を分解する微生物（分解菌）が

存在することが予想されるので、その分解菌

を探し出し、安価で簡便な 1,4-ジオキサンの

浄化処理に利用するための研究を行ってい

ます。 

 今回、これまでに得られた結果について紹

介します。 

 

研究方法 

 現場の処理施設内の水や活性汚泥中の菌

集合体（菌叢）による 1,4-ジオキサンの分解

性を調べたところ、1,4-ジオキサンの濃度が

減少し、分解菌が存在することが示唆されま

した。 

そこで、1,4-ジオキサンのみを栄養源とし

て生育する菌を分解菌として分離し、分離し

た菌の DNA（遺伝子情報）を解析し、菌の

特定を行いました。 

結果 

① 1,4-ジオキサンの分解状況 

 処理施設水のみ、処理施設水に活性汚泥を

加えたもの、および比較用の殺菌処理水（ブ

ランク）、それぞれに 1,4-ジオキサンを添加し

た試料で1,4-ジオキサンの濃度変化を図1に示

しました。 

図 1 において、培養日数が経過する中で、

1,4-ジオキサン濃度が 0 mg/L 程度に減少した

時点（↓印）で、1,4-ジオキサンを添加して 5 

mg/L 程度になるように調整し、濃度の減少を

継続モニタリングしました。 

 

図 1 1,4-ジオキサンの分解状況． 

② 処理施設水中の微生物 

 処理施設水中の微生物を、顕微鏡で観察し

た写真を写真 1 に示しました。 

さらに、微生物を薬品で染色して観察した

写真を写真 2 に示しました。 



 

写真 1  顕微鏡写真． 

 

写真 2 染色試料の顕微鏡写真． 

③ 寒天培地による菌の培養 

 1,4-ジオキサンのみを栄養源とした寒天培

地に処理施設水を塗り、8 日間培養した結果

を写真 3 に示しました。3 種類の細菌塊（コ

ロニー）が形成されました。 

 

写真 3 寒天培地に形成されたコロニー． 

 

 

 

 

 

④ DNA 解析結果 

 3 種類のコロニーの菌を、さらに、別々に、

1,4-ジオキサンのみを栄養源とした寒天培地

に植種したところ、再度コロニーが形成され

た菌は 1 種類のみでした。DNA を解析した結

果、Micromonospora 属の放線菌であることが

わかりました。この菌を薬品で染色したもの

を写真 4 に示しました。 

 

写真 4 染色した放線菌の顕微鏡写真． 

まとめ 

 以上から、現場の処理施設水の菌叢中には、

1,4-ジオキサンを栄養源として生育できる菌

として、Micromonospora 属の放線菌が存在す

ることが確認できました。 

 また、この放線菌のみを培養し、1,4-ジオキ

サンの分解試験を実施したところ、菌叢全体

での場合と比べて、分解の程度は低値でした。 

今後の方針 

探索した放線菌の特性および、この放線菌

のみでは分解能力が低下する理由について調

べるため、研究を進めたいと考えています。 
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